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報告書素案に新たに盛り込むべき事項（案）

青字：記述の充実が必要な箇所、赤字：既に記述があるもの
（※）：第９回での主な意見

【１】 本年の口蹄疫の発生状況と我が国の獣医学教育の在り方

○ 本年における口蹄疫の発生状況

○ 口蹄疫禍を踏まえた我が国の獣医学教育の在り方

○ 産業動物分野や感染症等家畜防疫分野の実習授業の強化・充実に向けた政府による設
備整備の支援

【２】 共同教育課程の取組（※）

○ 共同教育課程の位置づけ

○ 共同教育課程の取組の現状

○ 共同教育課程への今後の期待

【３】 臨床教育の改善・充実の取組

○ 臨床教育の現状

○ 獣医学生の診療行為への参加（各大学におけるガイドラインの策定）

○ モデルコアカリキュラムにおける実習科目、実習授業の充実

○ 臨床実習の質の向上のためのプログラム開発の実施

○ 共用試験の位置づけ及び導入に向けた課題（※）

【４】 モデルコアカリキュラムの策定に関する検討（※）

○ モデル・コアカリキュラムの策定に向けた検討状況

○ モデル・コアカリキュラムの基本的性格

○ モデル・コアカリキュラムが我が国の獣医学教育の改善・充実に果たす役割

【５】 分野別第三者評価の導入に関する検討（※）

○ 我が国における分野別評価の現状（専門職大学院、法科大学院の取組事例）

○ 分野別評価システムとモデル・コアカリキュラム

○ 評価結果の改善に向けた共同教育課程の積極的活用

【６】 新成長戦略におけるライフ・イノベーションへの対応

○ ライフ・イノベーションの推進における獣医学の重要性
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